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湾
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政

　
日
本
の
港
湾
行
政
が
曲
が
り
角
を
迎
え
て
い

る
。
当
面
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
被

害
を
受
け
た
復
旧
と
、
津
波
対
策
の
練
り
直
し

が
最
大
の
課
題
と
な
る
。
国
土
交
通
省
は
港
湾

に
お
け
る
総
合
的
な
津
波
対
策
を
検
討
中
で
、

今
年
末
ま
で
に
ま
と
め
る
予
定
。
こ
の
内
容
が

今
後
の
港
湾
整
備
に
大
き
な
影
響
を
与
え
そ
う

だ
。
ま
た
、
国
交
省
は
５
月

日
に
バ
ル
ク

バ
ラ
積
み
貨
物

の
大
型
貨
物
船
の
受
け
入

れ
拠
点
と
な
る
「
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
」
の

選
定
結
果
を
発
表
。
津
波
対
策
と
国
際
競
争
力

強
化
が
こ
れ
か
ら
の
港
湾
行
政
の
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
る
。

日本の港

も
の
づ
く
り
中
部
を
支
え
る

国
際
競
争
力
に

加
え
防
災
視
点

の
整
備
が
課
題

に

被災した港では応急復興が進められている（写真はいずれも仙台港）

整備と拡充進む
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東
日
本
大
震
災
は
東
北
、

関
東
の
太
平
洋
側
の
港
湾
に

深
い
爪
あ
と
を
残
し
た
。
今

回
の
津
波
の
特
徴
は
、
津
波

の
高
さ
が
港
湾
設
備
の
設
計

の
想
定
を
大
き
く
上
回
り
、

施
設
に
甚
大
な
被
害
が
生
じ

た
こ
と
だ
。

　
防
波
堤
、
岸
壁
、
荷
役
機

械
な
ど
が
こ
と
ご
と
く
破
壊

さ
れ
、
青
森
港
、
む
つ
小
川

原
港
以
外
の
被
災
地
の
港
湾

機
能
は
軒
並
み
停
止
に
追
い

込
ま
れ
た
。
６
月

日
時
点

で
港
湾
の
被
害
報
告
件
数
は

１
４
４
１
件
、
被
害
報
告
額

は
４
７
８
６
億
円
に
上
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
国
交
省
港

湾
局
は
被
災
港
湾
の
応
急
復

興
を
進
め
、
現
在
ま
で
被
害

を
受
け
た
岸
壁
数
３
７
３
バ

ー
ス
の
う
ち
、
１
７
０
バ
ー

ス
ま
で
が
暫
定
利
用
を
可
能

に
し
て
い
る
。
た
だ
、
施
設

の
大
部
分
で
復
旧
工
事
が
必

要
で
、
暫
定
利
用
に
あ
た
っ

て
、
荷
重
制
限
な
ど
を
か
け

て
い
る
も
の
も
あ
る
。
港
湾

の
復
旧
が
本
格
化
す
る
の
は

こ
れ
か
ら
だ
。

　
今
後
、
復
旧
と
と
も
に
港

湾
整
備
の
焦
点
に
な
る
の
が

津
波
対
策
だ
。
国
交
省
で
津

波
対
策
を
検
討
す
る
港
湾
分

科
会
防
災
部
会
は
、
今
年
末

ま
で
に
港
湾
に
お
け
る
総
合

的
な
津
波
対
策
を
策
定
す
る

計
画
で
、
７
月
６
日
に
そ
の

中
間
と
り
ま
と
め
を
発
表
し

た
。

　
と
り
ま
と
め
で
は
、
津
波

を

数
十
年
か
ら
百
数
十
年

に
１
回
程
度
の
発
生
頻
度
の

高
い
津
波

影
響
が
甚
大

で
、
数
百
年
か
ら
１
０
０
０

年
に
１
回
程
度
で
発
生
す
る

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
―
の
二

つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
に
応
じ
た
対
策
の
目
標

を
明
確
化
す
る
と
し
て
い

る
。

　
発
生
頻
度
の
高
い
津
波
に

対
し
て
は
、
防
潮
堤
か
ら
津

波
が
越
流
す
る
こ
と
を
防
止

し
、
港
湾
内
の
人
命
や
財
産

を
守
る
と
と
も
に
、
経
済
活

動
を
継
続
す
る
「
防
災
」
を

目
指
す
。

　
一
方
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津

波
に
つ
い
て
は
、
堤
防
内
へ

の
浸
水
は
許
容
し
た
上
で
、

人
命
の
保
護
と
経
済
的
な
損

失
の
軽
減
や
二
次
災
害
の
防

止
、
施
設
の
早
期
復
旧
を
図

る
「
減
災
」
を
目
標
と
す
る

と
い
う
新
た
な
考
え
方
を
打

ち
出
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た

め
、
今
後
、
港
湾
分
科
会
防

災
部
会
は
、
港
湾
の
背
後
の

土
地
利
用
を
工
夫
す
る
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
ほ
か

の
施
設
を
津
波
防
災
施
設
と

し
て
活
用
す
る
な
ど
の
総
合

的
な
防
護
対
策
を
検
討
し
て

い
く
。

　
ま
た
、
発
生
頻
度
の
高
い

津
波
で
も
浸
水
す
る
堤
外
地

で
は
、
避
難
施
設
を
確
保
し

た
り
、
岸
壁
や
護
岸
が
波
で

地
盤
が
崩
さ
れ
る
の
を
防
ぐ

洗
掘
防
止
な
ど
の
対
策
も
検

討
。
さ
ら
に
津
波
に
よ
る
浸

水
を
前
提
に
し
た
事
業
継
続

計
画

Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
港
湾
内

や
臨
海
部
の
企
業
に
促
進
さ

せ
る
。

　
港
湾
の
ハ
ー
ド
面
に
つ
い

て
も
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波

に
対
し
て
も
倒
壊
し
な
い
粘

り
強
い
構
造
を
模
索
し
た

り
、
荷
役
機
械
の
防
災
機
能

を
強
化
す
る
な
ど
技
術
的
な

対
策
を
施
し
て
い
く
。

　
こ
れ
ら
を
具
現
化
す
る
た

め
、
被
災
し
た
各
港
は
、
港

湾
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共

団
体
、
港
湾
周
辺
に
立
地
す

る
企
業
、
港
湾
利
用
者
、
そ

し
て
国
で
構
成
す
る
協
議
会

で
、
産
業
・
物
流
復
興
プ
ラ

ン
を
策
定
。産
業
や
背
後
の

ま
ち
づ
く
り
と
連
携
し
た
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
総

合
的
な
対
策
を
推
進
し
、
災

害
に
強
い
港
湾
づ
く
り
を
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
震
災
か
ら
の
復
興
と
と
も

に
、
日
本
の
港
湾
の
国
際
競

争
力
を
高
め
る
こ
と
も
港
湾

行
政
が
抱
え
る
重
要
な
課
題

だ
。

　
国
交
省
は
昨
年
、
コ
ン
テ

ナ
貨
物
の
ハ
ブ
港
と
す
る
国

際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
に
京

浜
港

東
京
港
、川
崎
港
、横

浜
港

と
阪
神
港

大
阪

港
、
神
戸
港

を
選
定
し
た

の
に
引
き
続
き
、
今
年
は
バ

ル
ク
の
大
型
貨
物
船
の
受
け

入
れ
拠
点

国
際
バ
ル
ク
戦

略
港
湾

を
穀
物
５
港
、
鉄

鉱
石
３
港
、
石
炭
３
港
の
計

港
を
選
ん
だ
。

　
こ
れ
ら
の
港
で
バ
ル
ク
の

大
型
船
舶
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
、
対
象
品
目

を
扱
う
ア
ジ
ア
の
主
要
港
湾

と
比
べ
て
も
、
遜
色
の
な

そ
ん
し
ょ
く

い
物
流
コ
ス
ト
、
サ
ー
ビ
ス

を
実
現
す
る
の
が
狙
い
だ
。

　
今
回
選
定
し
た
の
は
、
穀

物
が
鹿
島
港

茨
城
県

、

志
布
志
港

鹿
児
島
県

、

名
古
屋
港

愛
知
県

、
水

島
港

岡
山
県

、
釧
路
港

北
海
道

。
鉄
鉱
石
は
木

更
津
港

千
葉
県

、
水
島

港

岡
山
県

・
福
山
港

広
島
県

。
石
炭
は
徳
山

下
松
港
・
宇
部
港

山
口

県

、
小
名
浜
港

福
島

県

。
水
島
・
福
山
と
、
徳

山
下
松
・
宇
部
は
そ
れ
ぞ
れ

１
グ
ル
ー
プ
と
見
な
し
て
一

体
的
に
運
営
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
港
を
、
２
０
１

５
年
ま
で
に
現
在
主
力
の
大

型
貨
物
船
が
貨
物
を
満
載
し

た
状
態
で
入
港
が
で
き
る
よ

う
に
整
備
。

年
ま
で
に
最

大
級
の
船
舶
に
対
応
可
能
な

体
制
を
目
指
し
て
、
航
路
、

泊
地
、
岸
壁
な
ど
の
拡
充

や
、
荷
役
機
械
や
荷
さ
ば
き

施
設
、
保
管
施
設
の
大
型
化

・
高
機
能
化
の
支
援
を
進
め

て
い
く
。

　
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
も
、

複
数
企
業
に
よ
る
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
一
体
化
や
共
同
利
用
、

異
な
る
企
業
間
で
輸
送
船
舶

を
共
同
配
船
す
る
な
ど
、
輸

入
の
効
率
化
に
向
け
た
企
業

連
携
を
促
進
す
る
方
策
を
進

め
る
。

　
こ
れ
ま
で
総
花
的
に
全
国

各
地
の
港
湾
を
薄
く
広
く

支
援
し
て
き
た
国
の
港
湾
行

政
。
コ
ン
テ
ナ
貨
物
に
続

き
、
バ
ル
ク
貨
物
の
戦
略
港

湾
も
選
定
さ
れ
た
こ
と
で
、

競
争
力
の
強
い
港
湾
を
選

び
、集
中
的
に
支
援
す
る
選

択
と
集
中

へ
姿
勢
転
換
が

よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
。

　
八
戸
港
は
２
０
１
０
年
の

貨
物
取
扱
量
が
約
２
６
０
０

万

で
あ
り
、
そ
の
半
数
は

八
戸
港
に
隣
接
し
立
地
し
て

い
る
大
型
飼
料
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
や
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
、
製
紙

メ
ー
カ
ー
な
ど
の
原
材
料
や

製
品
の
輸
出
入
に
活
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域

経
済
を
支
え
る
重
要
な
拠
点

で
あ
り
、
北
東
北
の
産
業
を

支
え
る
中
核
港
湾
と
し
て
の

機
能
を
有
し
て
い
る
。
コ
ン

テ
ナ
定
期
航
路
は
、
外
貿
航

路
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
、
中

国
韓
国
、北
米
、
内
航
フ
ィ

ー
ダ
ー
の
各
航
路
が
就
航
、

昨
年
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量

は
、
過
去
最
高
の
４
万
５
４

３
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ

１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
は

コ
ン
テ
ナ
１
個
分

を

記
録
し
た
。

　
さ
ら
に
川
崎
、
名
古
屋
と

を
結
ぶ
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
や
北
海

道
と
の
フ
ェ
リ
ー
な
ど
の
ほ

か
、高
速
道
路
や
空
港
な
ど
、

陸
路
、
空
路
の

ア
ク
セ
ス
も
充

実
し
て
い
る
。

　
今
年
３
月
の

東
日
本
大
震
災

で
は
、
北
防
波

堤
が
損
壊
す
る

な
ど
甚
大
な
被

害
を
受
け
た

が
、
コ
ン
テ
ナ

定
期
航
路
も
順

次
再
開
、
東
北

太
平
洋
側
の
復

興
拠
点
と
い
う

位
置
付
け
も
加

わ
り
、
北
東
北

の
国
際
物
流
拠

点
と
し
て
の
機

能
を
高
め
て
い

る
。

　
名
古
屋
港
は
１
９
０
７
年

明
治

年

に
開
港
。
総

面
積
は
名
古
屋
市
の
ほ
ぼ
３

分
の
１
に
匹
敵
し
、
４
市
１

村

名
古
屋
市
、
東
海
市
、

知
多
市
、
弥
富
市
、
飛
島

村

に
わ
た
る
広
大
な
陸
域

４
２
１
５
万
平
方

で
日

本
最
大
規
模

と
水
域

８

１
９
４
万
平
方

を
有

し
、
世
界
約
１
６
０
の
国
や

地
域
と
結
ば
れ
て
い
る
。

　

年
の
総
取
り
扱
い
貨
物

量
は
１
億
８
５
７
０
万

と

９
年
連
続
日
本
一
、
貿
易
額

は

兆
７
０
５
９
億
円
と

年
以
来
、
２
年
ぶ
り
に
日
本

一
と
な
っ
た
。
国
際
貿
易
港

と
し
て
、
自
動
車
産
業
を
は

じ
め
、
工
作
機
械
、
航
空
宇

宙
産
業
な
ど
が
集
積
す
る

「
も
の
づ
く
り
中
部
」
の
海

の
玄
関
口
と
し
て
中
部
経
済

は
も
と
よ
り
日
本
経
済
全
体

を
支
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
名
古
屋
港

で
は
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
み
な

ら
ず
バ
ル
ク
貨
物
、
完
成
自

動
車
も
取
り
扱
う
総
合
港
湾

と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
成
長
を

取
り
込
み
、
わ
が
国
の
経
済

と
産
業
の
成
長
を
け
ん
引
す

る
「
国
際
産
業
ハ
ブ
港
」
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
飛

島
ふ
頭
お
よ
び
鍋
田
ふ
頭
に

お
け
る
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル

Ｃ
Ｔ

の
整
備
・
拡

充
、
完
成
自
動
車
積
み
出
し

機
能
の
強
化
、
「
伊
勢
湾
連

携
協
議
会
」
の
設
置
に
よ
る

四
日
市
港
と
の
連
携
な
ど
港

湾
の
国
際
競
争
力
強
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
５
月

日

に
は
穀
物
を
対
象
と
し
て
国

際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
の
選
定

を
受
け
、
将
来
の
穀
物
船
の

大
型
化
へ
の
対
応
や
新
食
糧

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
形
成
な
ど

の
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。


